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22国民春闘賃上げ第 3回集計  

単純平均 6,257 円・2.08%、加重 5,222 円 

＜回答状況＞ 

 2022 年 2021 年同期 

回答引き出し組合 614 616 

 うち 有額回答 392（63.8%） 379（61.5%） 

 うち「定昇確保」など言葉による回答 222（36.2%） 237（38.5%） 

 うち ２次回答以上の回答  55（ 6.0%） 47（ 7.6%） 

 うち 妥結組合   134（21.8%） 135（21.9%） 

＜要求と回答内容＞ 

 ２０２2年要求 2022 年回答 ２０２1年同期 同期比 

単純平均 
額(円)  25，064 6,257 5,049 1,208 

率(%)    7.92 2.08 1.89 0.19 

加重平均 

額(円)  5,222 5,378 －156 

率(%)  1.90 1.82 0.08 

組合員数  53,271 41,625  

＜前年実績との比較が可能な組合における金額・率の比較＞ 

 組合数 うち前年実績以上 22 年回答 21 年実績 実績比 

単純

平均 

額(円) 295 206（69.8%） 5,717 5,233 484 

率(%) 170 94（55.3%） 2.04 1.98 0.06 

＜非正規の仲間の回答状況＞  

 時給制 月給制 再雇用・時給制 再雇用・月給制 

単純

平均 

額(円) 
21.9 

（18.2） 

3,446  

(2,546) 

29.1 

(18.9) 

4,210 

(2,936) 

率(％) 
2.06 

（1.37） 

1.85 

(1.07) 

2.70 

（2.07） 

4.55 

(1.00) 

  ※額または率のみの報告があるため、双方は連動しません。 

  ※「定昇確保」など言葉による回答は平均などの計算から除いています。 

  ※非正規の仲間の回答状況のかっこ（）内は、21 年最終集約結果 
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2022年 3月 28日 

国民春闘共闘委員会（全労連、純中立労組懇、地方共闘などで構成）は 3月 24日、 

第 3回目の賃上げ集計を行いました。 
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＜集計結果の概要＞ 

回答引出し・妥結状況 

 3月 24日の第 3回集計には、20単産・部会から報告が寄せられました。614組合が何らか

の回答を引き出し、そのうち「定昇確保」などの言葉による回答を得た組合が 222組合（36.2%）

で、金額もしくは、率などが明らかになっている有額回答を得た組合は 392組合（63.8%）と

なっています。55組合が 2次回答以上の回答を引き出し、1347組合が妥結（妥結率 21.8％）

となっています。 

 

回答内容 

 有額回答を引き出し た 392 組合での単純平均（一組合あたりの平均）は                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              

6,257円・2.08%で、前年同期（2021年 3月 25日・5,043円・1.89%）から 1,208円・0.19㌽

増となっています。加重平均（組合員一人あたりの平均）は 5,222 円・1.90%で、前年同期

（5,378円・1.82%）から 156円減・0.08㌽増となっています。（額のみ・率のみの報告を含

んでいるため、金額と賃上げ率の増減は連動せず） 

 また、同一組合で昨年実績との対比が可能な 295組合の単純平均額を前年実績と比べると、

今期は 5,717円で、前年実績（5,233）を 484円上回っています。賃上げ率でも 170組合の単

純平均で、2.04%と前年実績(1.98%)を 0.06㌽上回っています。前年実績以上の回答を引き出

せた組合は、金額では 206組合（69.8%）、率では 94組合（55.3%）となっています。 

 ロシアによるウクライナ侵攻、円安などによる原材料費の高騰を口実に賃上げに後ろ向き

の企業が多い中でも、組合員の声を背景に改善を求めて、3次回答、4次回答を引き出すなど、

各組合の奮闘もあり、産業別の状況では、総じて前年実績を超える回答状況となっています。

建交労・運輸の組合で 10 数年ぶりベースアップ獲得の報告、JMITU、民放労連の組合からも

5,000円のベア報告などが寄せられています。 

 ケア労働者の賃上げ状況では、学童保育を組織する建交労・社会福祉が単純平均で 10,000

円を超えています。 

その一方で、介護では、生協労連が 3,706 円、日本医労連が 4,796 円と前年実績をそれぞ

れ 26円、668円とわずかのプラスとなっています。同様に、医療でも手当・一時金の支給を

勝ち取っているという報告が多数寄せられているものの、5,088円・1.94%で、前年同期と比

べて 136円、0.06㌽のプラスととどまっています。政府の言うケア労働者の賃上げが、一部

の事業所・職種を対象とされたため、全体の賃上げに繋がりにくいという欠点があるものの、

労働組合で声を上げたことで、賃上げにつなげている事例も報告が寄せられています。 

 

非正規で働くなかまの賃上げ状況 

非正規で働く仲間の賃上げ状況については、別表の 7 単産 103 組合から 198 件の成果獲得

の報告が寄せられています。 

時給制労働者では 163 件の獲得報告が寄せられています。そのうち引き上げ額がわかって

いる 109件の単純平均は 21.9円となっています。率では 2.06%となっています。 

月給制では、9件の獲得報告が寄せられています。引き上げ額では 3,446円、率では 1.85%
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となっています。 

再雇用者の賃上げ状況については、時給制 15件、月給制 7件の獲得報告で、引き上げ額・

率では時給制で 29.1円・2.70%、月給制で 4,210円・4.55%となっていています。 

 

企業内最賃協定の改定状況 

企業内最賃協定の獲得状況では、JMITU、化学一般、生協労連、全印総連、民放労連、出版

労連、日本医労連の 42組合から 94件の獲得報告となっています。 

時間額では、47件の報告で、新協定額の単純平均は 1,058円、引き上げは 28.6円です。日

額 10 件の獲得で新協定額は 7,938 円、月額は 18 件の獲得で新協定額は 167,918 円となって

います。 

職種別では、日本医労連の看護師とヘルパーの報告が寄せられています。 

 

 


